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投与日 ルート 時間

day1 div. 15分

div. 90分

div. フラッシュ

ベバシズマブ： アバスチン

② アバスチン10mg/kg + 生食100mL

③ 生食20mL

・アバスチンは、最少度（催吐性）リスクに分類されるため、通常は予防的な制吐療法は推奨しない。

癌化学療法名 脳腫瘍（再発）　ベパシズマブ（10）単独療法

入院・外来 1クール日数 14day

抗がん剤名・略称 投与日1日投与量 投与法

10mg/kg div.(点滴静注) day1,8,15～（2週間ごと）

コメント

① 生食50mL

薬剤名

・アバスチンは、平成23年6月に「悪性神経膠腫」の適応追加になりました。

・アバスチンのinfusion reaction を軽減させるために、初回は90分かけて点滴静注し、認容性が
ある場合は2回目以降は60分⇒30分に短縮できる。

・アバスチンの溶解液は生食を使用する。ブドウ糖を混合した場合はアバスチンの力価減弱する恐れがある。

・再発悪性神経膠腫を対象とした臨床試験では、アバスチンは病態進行又は許容できない有害
事象の発現まで投与した。

（・初発悪性神経膠腫の場合、アバスチンは放射線照射及びテモゾロミドとの併用により開始する。）


